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１０月１９日、井寒台森林公園にて浦河町立堺町小学校の３年生６１名を対

象に森林教室を行いました。 

子供たちの中にはミミズを見て驚く子もいれば、「あれはサワシバ。あっち

のはアオダモで帯広にも生えてるんだよ。」と、木々の見分けが付いている子

もいて、驚かされました。 

 



 

 

    

労
働
災
害
の
防
止
に
つ
い
て
は
、

人
命
尊
重
を
基
本
理
念
と
し
て
、
労

働
災
害
の
撲
滅
を
重
点
目
標
に
、
安

全
管
理
体
制
の
活
性
化
、
基
本
動
作

の
徹
底
を
図
る
な
ど
、
労
働
災
害
の

未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

  

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
10

月
１
日
か
ら
一
般
鳥
獣
及
び
エ
ゾ
シ

カ
の
狩
猟
が
解
禁
と
な
り
、
蛍
光
ベ

ス
ト
の
着
用
等
誤
射
防
止
対
策
の
徹

底
と
と
も
に
、
一
般
道
は
も
と
よ
り
、

林
道
等
に
お
い
て
も
道
路
状
況
が

日
々
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
路
面
状

況
の
的
確
な
把
握
と
そ
れ
に
応
じ
た

安
全
運
転
の
励
行
、
さ
ら
に
は
朝
晩

の
冷
え
込
み
が
段
々
と
厳
し
く
な

り
、
朝
晩
と
日
中
の
寒
暖
の
差
も
大

き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
日
頃
の
体
調

管
理
も
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

ま
た
、
北
海
道
に
お
け
る
秋
季
の 

   

事
故
原
因
を
み
る
と
、
秋
季
は
日
没

時
間
が
早
く
な
る
と
と
も
に
、
雨
天

の
日
が
多
く
な
り
、
濡
れ
た
路
面
を

走
行
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
特
に
、
夕
方
か
ら
夜
間

は
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
歩
行
者
や

自
転
車
の
見
落
と
し
や
発
見
の
遅
れ

に
つ
な
が
る
た
め
、
例
年
、
こ
の
時

期
は
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
事

故
が
増
加
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
産

物
等
輸
送
繁
忙
期
に
当
た
る
た
め
、

郊
外
や
幹
線
道
路
で
は
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
大
型
輸
送
車
両
の
走
行
が
増
加

し
、
こ
れ
に
伴
う
事
故
の
発
生
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
①
森
林

踏
査
等
各
種
業
務
に
お
い
て
は
、
森

林
官
等
の
単
独
行
動
の
排
除
に
努
め

る
と
と
も
に
、
歩
行
時
は
足
元
及
び

周
囲
の
状
況
を
確
認
し
て
、
滑
り
や

転
倒
に
注
意
す
る
こ
と
。
特
に
、
転 

   

石
等
の
あ
る
険
し
い
地
形
で
は
、
路 

面
の
安
定
し
た
経
路
を
選
び
、
足
元

に
十
分
な
注
意
を
払
い
慎
重
な
行
動

に
努
め
る
と
と
も
に
、
笹
・
小
柴
な

ど
に
よ
る
跳
ね
返
り
や
目
突
き
に
も

十
分
注
意
す
る
こ
と
。
②
10
月
１
日

か
ら
狩
猟
が
始
ま
り
、
今
年
度
は
エ

ゾ
シ
カ
の
狩
猟
も
１
日
か
ら
解
禁
と

な
っ
て
お
り
、
蛍
光
ベ
ス
ト
等
の
着

用
、
注
意
標
識
の
設
置
や
車
両
へ
の

作
業
中
の
注
意
看
板
の
掲
示
等
に
よ

り
、
猟
銃
に
よ
る
誤
射
防
止
に
万
全

を
期
す
こ
と
。
③
林
道
等
で
は
各
種

工
事
等
の
関
係
車
両
は
も
と
よ
り
、

狩
猟
等
の
一
般
車
両
も
多
く
な
り
、

カ
ー
ブ
等
で
の
出
合
い
頭
の
事
故
も

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
最
徐
行
で

の
走
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
私

を
問
わ
ず
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
や
ラ
イ

ト
の
早
め
点
灯
、
「
～
か
も
し
れ
な

い
運
転
」
を
心
掛
け
、
交
通
災
害
の 

   

未
然
防
止
に
努
め
る
こ
と
。
④
朝
夕

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
活
用
し
、
各

人
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行
等
に

よ
る
風
邪
の
予
防
と
、
自
己
の
健
康

管
理
に
も
十
分
留
意
す
る
こ
と
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
仲
間
の
言
動
等
に
留

意
す
る
と
と
も
に
、
不
安
や
悩
み
事

な
ど
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
な

明
る
い
職
場
づ
く
り
を
心
掛
け
る
こ

と
。 

  

こ
れ
か
ら
冬
期
に
向
け
、
作
業
環

境
が
一
層
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
同
じ
気
持
ち
・
認

識
を
持
っ
て
、
職
員
の
健
康
管
理
は

も
と
よ
り
、
労
働
災
害
の
絶
無
に
向

け
、
気
持
ち
も
新
た
に
署
・
現
場
一

体
と
な
っ
て
、
各
種
安
全
対
策
を
実

践
し
、
「
安
全
で
災
害
の
な
い
明
る

い
職
場
」
を
目
指
し
全
員
で
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

【
次
長
】 

労労
働働
災災
害害
のの
未未
然然
防防
止止
にに
つつ
いい
てて  

（（
秋秋
かか
らら
冬冬
にに
向向
けけ
てて
））  



                        

                        

                        

                        

 

 
今
年
度
の
入
林
者
は
、
10
月
18
日
現

在
で
150
件
（
狩
猟
入
林
含
む
）
の
申
請

が
あ
り
、
計
１
，
５
８
７
名
の
方
が
当

署
管
内
に
入
林
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
年
度
か
ら
登
山
道
に
通
じ

る
林
道
に
つ
い
て
は
開
放
し
て
い
る
た

め
、
入
林
申
請
の
必
要
が
無
く
件
数
及

び
人
数
に
つ
い
て
は
把
握
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
多
く
の
問
合
せ
等
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
昨
年
同
様
多
く
の
方
が
登

山
の
た
め
入
林
さ
れ
た
こ
と
と
推
察
さ

れ
ま
す
。 

 

請
負
及
び
一
般
入
林
の
状
況
、
は
申

請
件
数
51
件
で
、
入
林
者
１
，
１
７
３ 

名
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
事
務
所
・
事

業
所
別
入
林
者
数
は
表
１
の
と
お
り

で
、
北
電
の
ダ
ム
及
び
発
電
所
等
施
設

の
所
在
す
る
部
内
へ
の
入
林
が
多
い
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
狩
猟
入

林
の
状
況
は
、
申
請
件
数
99
件
で
入
林

者
411
名
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
別
狩
猟

申
請
者
数
は
表
２
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
多
数
の
入
林
者
が
想
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
・
ラ

イ
ト
点
灯
な
ど
の
防
衛
運
転
に
よ
り
、

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

                

【
管
理
係
長
】 

平平平成成成２２２３３３年年年度度度入入入林林林者者者情情情報報報   

 

十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
国
有
林

野
事
業
労
働
衛
生
週
間
が
始
ま
り
、
当
署
で

は
、
十
月
三
日
に
次
の
二
つ
の
講
話
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
札
幌
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
臨
床
心
理
士
の
豊
島
氏
か
ら
の
『
心
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
』
の
講
演
で
は
、「
健

康
な
体
に
健
康
な
心
が
宿
る
。
」
と
言
わ
れ

て
き
た
が
、
今
は
必
ず
し
も
そ
う
は
言
え
な

い
。
う
つ
病
を
生
活
習
慣
病
と
す
る
動
き
も

あ
り
、
心
の
検
診
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

部
下
や
同
僚
の
イ
エ
ロ
ー
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
、
信
頼
関
係
等
の
「
社
会
的
な

健
康
度
を
高
め
る
」
と
い
う
視
点
が
大
事
と

の
こ
と
で
し
た
。 

 
次
に
、
静
内
地
域
保
健
室
の
主
任
保
健
師

の
塩
川
氏
か
ら
の
『
感
染
症
の
予
防
に
つ
い

て
』
の
講
演
で
は
、
結
核
は
風
邪
の
よ
う
な

症
状
が
長
引
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
突
然

の
高
熱
や
咳
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
吐
き
気
や

腹
痛
の
症
状
が
出
る
。
い
ず
れ
も
、
予
防
対

策
の
基
本
は
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
。

特
に
、
手
洗
い
は
、
せ
っ
け
ん
と
流
水
で
１５

秒
以
上
、
指
先
や
指
の
間
な
ど
の
洗
い
残
し

の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

肺
炎
が
流
行
っ
て
い
る
と
か
・
・
・
。
咳
や

微
熱
が
続
く
場
合
は
、
迷
わ
ず
受
診
し
ま
し

ょ
う
。 

  
 
 
 
 
 
 

【
総
務
課
長
】 

労
働
衛
生
週
間
（
衛
生
講
話
） 

 

 

 

  

 

 



                        

                        

                        

                        

 

す
い
も
の
が
不
作
で
あ
っ
た
の
で
、
興
味
を

持
っ
て
く
れ
る
か
不
安
で
は
あ
り
ま
し
た
が

普
段
自
然
に
触
れ
る
機
会
が
な
い
た
め
か
、

興
味
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

子
供
た
ち
の
中
に
は
ミ
ミ
ズ
を
見
て
驚
く

子
も
い
れ
ば
「
あ
れ
は
サ
ワ
シ
バ
。
あ
っ
ち

の
は
ア
オ
ダ
モ
で
帯
広
に
も
生
え
て
る
ん
だ

よ
。
」
と
、
木
々
の
見
分
け
が
付
い
て
い
る

子
も
い
て
、
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 

後
半
は
時
間
が
押
し
て
し
ま
い
、
早
足
と

な
っ
て
は
し
ま
い
ま
し
た
が
、
普
段
経
験
す

る
こ
と
の
な
い
自
然
散
策
は
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
よ
い
思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 

 
 

 
 
  

【
柬
理
泰
範
】 

 

 

10
月
19
日
、
井
寒
台
森
林
公
園
に
て
浦

河
町
立
堺
町
小
学
校
の
３
年
生
61
名
を
対

象
に
手
に
森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
日
高
南
部
署
署
長
と
浦
河
町
教

育
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
そ
の
後
４
つ
の
班

を
二
つ
に
分
け
て
、
職
員
引
率
の
下
、
木
々

の
説
明
を
し
な
が
ら
遊
歩
道
を
散
策
し
ま
し

た
。 

 

今
年
は
、
ド
ン
グ
リ
や
他
の
木
々
の
種
・

キ
ノ
コ
等
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
分
か
り
や 

井
寒
台
憩
い
の
森
づ
く
り
森
林
教
室 

 

 

  

今年度も狩猟が解禁となりました。狩猟期間はエゾシカ・一般狩猟とも 10 月１日からのスタート 

となり、終期についてはエゾシカ以外は１月 31 で、エゾシカについては、新ひだか町を除く浦河・ 

新冠町については３月 25 日、新ひだか町については２月 29 日までとなっています。 

 今年の解禁は昨年より二週間程度早まっており、まだまだ事業が盛んに実施されている状況で 

あり、木の葉が落ちる前の見通しの悪い中での解禁であることから、解禁日前の９月 22 日には関

係する猟友会の代表等に集まってもらい、当署の安全対策と入林手続きの説明会を開催し、矢先

の確認については細心の注意を払い、事故の無い狩猟を要請しています。 

 平成 22 年度のエゾシカ狩猟では、厚真町において林業作業者が猟銃で撃たれ死亡するという事故が発生しているこ

とから、狩猟期間中に当署の国有林で事業実行をする事業体には、視認性の高い服装で作業をすることにより事故の

未然防止を図ると共に、作業実施箇所周辺に「作業中」等の立て看板の設置を要請しています。   

 今年度の狩猟入林手続の昨年度の違いは、①ゲートの鍵の貸し出しではなく、 

ゲートの錠前をダイヤル錠に変更したことから、ナンバーを狩猟者に教える方式 

に変更したこと、②禁止区域と期間を明示した図面をカラー版に変更したことです。 

  10 月１日の解禁日には、静内警察署と合同で狩猟マナー向上の啓発を兼ねた合同 

パトロールを実施しましたが、狩猟期間が無事に終了するよう今年度もパトロール 

を実施しますので、職員の方々のご協力をお願いします。    【業務第一課長】 

 

 

 

 

 



 

                        

                        

                        

                        

 

 

現
場
だ
よ
り 

 

一
日
ご
と
に
表
情
を
変
え
る
紅
葉
の

季
節
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
朝
晩
の
寒

さ
が
徐
々
に
身
に
し
み
る
よ
う
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

当
森
林
事
務
所
部
内
で
は
、
10
月
上

旬
に
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
岳
頂
上
付
近
に
冠

雪
を
確
認
し
て
お
り
、
現
在
は
、
冬
の

気
配
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
、
来
年
度
の

造
林
事
業
予
定
地
調
査
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

 

今
年
度
は
、
作
業
箇
所
へ
の
移
動
中

に
、
春
の
林
道
上
で
は
休
憩
す
る
子
鹿
、

秋
の
沢
で
は
遡
上
す
る
鮭
な
ど
、
季
節

ご
と
に
様
々
な
動
植
物
と
の
思
わ
ぬ
出

会
い
が
あ
り
、
現
場
の
醍
醐
味
を
感
じ

て
い
ま
す
。 

 

先
日
、
か
つ
て
勤
務
し
て
い
た
御
園

西
森
林
事
務
所
の
、
当
時
は
下
刈
を
実

施
し
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
る
ト
ド
マ

ツ
人
工
林
の
間
伐
調
査
に
従
事
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
植
栽
木
の
成
長

に
よ
り
景
色
が
一
変
し
て
お
り
、
納
得

す
る
と
同
時
に
呆
然
と
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
、
当
時
に
比
べ
技
術
面
で

は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
導
入
な
ど
、
時

代
の
変
化
と
進
歩
に
は
隔
世
の
感
が
あ

り
ま
す
。 

 

そ
の
一
方
、
16
年
ぶ
り
の
森
林
事
務

所
勤
務
に
当
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

体
力
の
衰
え
を
痛
感
し
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
、
寒
さ
に
向
け
た
健
康
管
理

と
冬
期
の
作
業
環
境
に
対
応
し
た
安
全

対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

若
園
・
奥
新
冠
森
林
事
務
所 

 
 
 

森
林
官 

土
田
良
己 

 

 

 

 

↑新冠湖風景林 
（新冠ダム堤より） 

ブ
イ
ラ
ル
ベ
ツ
沢 

（
み
や
ま
大
橋
よ
り
）→ 

 

遡
上
す
る
鮭 

林
道
で
休
憩
す
る
子
鹿 

 

10
月
11
日
、
新
ひ
だ
か
町
営
林
友
の
会
の
、

秋
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
山
を
観
る
会
」
が
御

園
東
森
林
事
務
所
部
内
の
114
林
班
で
、
会
員
39

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

前
日
か
ら
の
雨
も
あ
が
り
、
澄
み
切
っ
た
青

空
の
中
、
静
内
ダ
ム
周
辺
の
紅
葉
狩
り
を
楽
し

み
な
が
ら
現
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

 

井
上
会
長
・
上
平
署
長
の
挨
拶
、
注
意
事
項

等
の
後
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
腰
鋸
で
枝
打
ち
作
業

へ
い
ざ
出
陣
。
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ト
ド
マ
ツ

人
工
林
の
林
内
は
、
も
の
の
30
分
程
で
見
違
え

る
ほ
ど
ス
ッ
キ
リ
と
な
り
ま
し
た
。 

 

枝
打
ち
の
後
は
、
山
の
恵
み
（
キ
ノ
コ
や
ブ

ド
ウ
、
マ
タ
タ
ビ
に
コ
ク
ワ
等
）
を
求
め
森
林

散
策
。
昨
年
多
少
の
収
穫
の
あ
っ
た
８
林
班
へ

移
動
し
た
も
の
の
、
キ
ノ
コ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
は

殆
ど
採
れ
ず
、
予
定
時
間
よ
り
早
め
の
昼
食
会

場
（
会
員
の
大
川
さ
ん
の
山
小
屋
）
へ
の
移
動

と
な
り
ま
し
た
。 

 

昼
食
懇
談
会
は
、
天
政
さ
ん
特
製
の
幕
の
内

弁
当
と
キ
ノ
コ
汁
で
、
本
日
の
反
省
会
を
し
つ

つ
、
秋
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

【
流
域
管
理
調
整
官
】 

 

 

 

新
ひ
だ
か
町
営
林
友
の
会 

山
を
観
る
会 

  



 

                        

                        

                        

                        

 

 

９
月
29
日
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
森

林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
浦
河
町
議
会

連
盟
の
国
有
林
・
民
有
林
視
察
が
、
小
原

会
長
外
11
名
、
浦
河
町
職
員
及
び
上
平
署

長
外
８
名
が
参
加
し
て
、
西
舎
森
林
事
務

所
部
内
の
国
有
林
と
杵
臼
地
区
町
有
林
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
３
０
０
７
林
班
の
国
有

林
と
杵
臼
地
区
町
有
林
で
は
、
平
成
18
年

度
に
発
生
し
た
、
低
気
圧
に
よ
る
風
倒
被

害
地
の
そ
の
後
の
復
旧
状
況
を
視
察
し
ま

し
た
。 

ま
た
、
国
有
林
で
は
、
３
０
５
６
林
班

の
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
で
高
性
能
林
業
機
械

（
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
）
を
使
用
し
た
保
育
間

伐
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
伐
倒
、
枝
払

い
、
玉
切
り
、
集
積
の
一
連
の
作
業
が
一

台
で
で
き
る
高
性
能
機
械
を
見
て
、
「
素

晴
ら
し
い
」
、｢

凄
い
」
と
感
動
す
る

参
加
者
も
、
ま
た
、｢

購
入
価
格
」
や
「
重
機

が
山
に
は
入
る
こ
と
で
山
が
壊
れ
る
の
で

は
」
な
ど
の
質
問
が
多
く
出
さ
れ
、
現
地

で
の
意
見
交
換
も
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。 

 

視
察
を
終
え
た
一
行
は
、
会
場
を
優
駿

ビ
レ
ッ
ジ
「
ア
エ
ル
」
に
変
え
て
の
懇
親

会
の
中
で
も
、
森
林
・
林
業
の
現
状
把
握

に
向
け
た
現
場
視
察
に
つ
い
て
、
今
後
も

継
続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
散
会
と

な
り
ま
し
た
。 

【
流
域
管
理
調
整
官
】 

 

   

 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
13
日
、
御
園
東
森

林
事
務
所
部
内
の
144
・
145
林
班
で
、
体
験

林
業
年
輪
ク
ラ
ブ
（
代
表 

野
表
治
夫
）
の

今
年
最
後
の
活
動
で
あ
る
「
枝
打
ち
作
業
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

４
月
29
日
の
出
陣
式
か
ら
、
月
例
会
と
称

し
、
毎
月
、
高
見
ダ
ム
採
石
跡
地
の
枝
打
ち

や
苫
小
牧
市
樽
前
山
麓
の
国
有
林
で
の
下
刈

な
ど
森
林
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
の
高
見
湖
畔
は
、
鮮
や
か
な
紅
葉

に
包
ま
れ
て
絶
好
の
「
紅
葉
狩
り
日
和
」
。

当
日
参
加
し
た
７
名
は
、
高
見
ダ
ム
採
石
跡

地
に
造
成
さ
れ
た
ト
ド
マ
ツ
・
エ
ゾ
マ
ツ
人

工
林
の
枝
打
ち
に
汗
を
か
き
な
が
ら
、
休
憩

タ
イ
ム
に
は
「
紅
葉
狩
り
」
で
目
を
保
養
し

な
が
ら
元
気
を
取
り
戻
し
、
再
び
枝
打
ち
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。 

作
業
を
終
了
し
た
一
行
は
、
湖
畔
の
高
見

部
落
記
念
碑
の
前
へ
移
動
し
、
昼
食
を
と
り

な
が
ら
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

当
会
は
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
草
分
け
的

存
在
で
あ
り
、
地
球
温
暖
化
現
象
が
顕
著
に

現
れ
て
い
る
昨
今
、
人
生
の
先
人
・
先
輩
で

あ
る
会
員
の
活
動
を
と
お
し
、
我
々
に
勇
気

と
共
に
、
森
林
に
対
す
る
姿
勢
を
教
授
し
て

く
れ
る
体
験
林
業
年
輪
ク
ラ
ブ
が
、
よ
り
発

展
と
継
続
す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

【
流
域
管
理
調
整
官
】 

 

 

 

 

 

4.29 出陣式 

6.30 樽前山麓下刈り 

9.15 枝打ち 

10.13 スッキリした林内をバックに 

 

 

  



 

                        

                        

                        

                        

 

 
 

９
月
２６
日
（
月
）
、
え
り
も
岬
国
有
林

内
に
お
い
て
、
え
り
も
高
校
の
生
徒
３８
名

が
ク
ロ
マ
ツ
の
枝
落
と
し
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
え
り
も
地
区
連
携
型
中

高
一
貫
教
育
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
え
り
も
町
役
場
、
教
育
委
員
会
、

ひ
だ
か
南
森
林
組
合
と
連
携
し
て
、
平
成

１８
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
日
は
青
空
が
広
が
る
秋
晴
れ
で
、
最

高
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
ま

ず
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
会
式
を
行

い
、
上
平
署
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
生
徒
達
が
中
学
２
年
生
の
時
に

植
え
た
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
の
様
子
を
見
に
行

き
ま
し
た
が
、
植
え
た
場
所
を
忘
れ
て
い

た
り
と
、
な
か
な
か
探
す
の
に
苦
労
し
て

い
ま
し
た
。
や
っ
と
見
つ
け
た
苗
木
も
、

エ
ゾ
シ
カ
の
被
害
な
ど
で
枯
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
も
の
が
あ
り
、
残
念
に
感
じ
な
が

ら
も
自
然
の
厳
し
さ
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。 

そ
し
て
、
作
業
場
所
の
国
有
林
内

に
移
動
し
、
枝
落
と
し
の
や
り
方
と
ノ
コ

ギ
リ
を
使
う
時
の
注
意
点
を
説
明
し
ま
し

た
。

初
め
て
ノ
コ
ギ
リ
を
持
っ
た
生
徒
も
多

く
、
最
初
は
「
触
る
の
も
怖
い
！
」
と
言

い
な
が
ら
恐
る
恐
る
ノ
コ
ギ
リ
を
扱
っ
て

い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
「
楽
し

い
！
」
と
言
い
な
が
ら
夢
中
に
な
っ
て
作

業
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
生
徒
代
表
か
ら
、
「
今
後
も
え

り
も
の
森
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
」
と
い
う
嬉
し
い
挨
拶
が

あ
り
、
地
元
の
森
林
を
通
し
て
、
自
然
の

大
切
さ
を
た
く
さ
ん
学
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

【
え
り
も
治
山
事
業
所
主
任
】 

えええ
りりり
ももも
高高高
校校校
生生生   

枝枝枝
落落落
ととと
ししし
ににに
挑挑挑
戦戦戦
！！！   

 

カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン ど

こ
？ 

頑張って枝落とし！ 

午
後
か
ら
は
、
え
り
も
町
長
・
え
り

も
町
役
場
職
員
・
ひ
だ
か
南
森
林
組

合
・
え
り
も
漁
業
協
同
組
合
を
交
え
た

「
地
域
住
民
と
の
対
話
集
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

研
修
生
は
、
各
国
の
農
業
・
林
業
・

環
境
保
全
に
関
わ
る
公
務
員
等
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
え
り
も
岬
の
緑
化
事
業

に
係
わ
る
事
か
ら
、
国
有
林
野
事
業
や

漁
業
に
関
す
る
事
な
ど
様
々
な
質
問
等

が
出
さ
れ
、
活
発
な
対
話
集
会
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
緑
化
事
業
に
関
し
て
は
、

自
国
の
状
況
と
比
較
し
た
質
問
が
出
さ

れ
て
、
え
り
も
岬
の
緑
化
事
業
が
多
く

の
地
域
住
民
に
支
え
ら
れ
て
い
た
事
に

感
服
し
た
様
子
で
し
た
。 

 

最
後
に
こ
ち
ら
か
ら
、
森
林
・
林
業

等
に
つ
い
て
、
子
供
達
に
ど
の
よ
う
な

教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
各
国
と
も
小
学
校
等
の
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
環
境
科
学
と
し
て
取
り
入

れ
、
次
代
を
担
う
世
代
を
育
成
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

【
治
山
課
長
】 

ＪＪＩＩＣＣＡＡ（（集集団団研研修修））｢｢森森林林保保全全ココーースス｣｣  

 

 

９
月
12
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
集

団
研
修
の
「
地
域
住
民
の
参
加
に
よ

る
多
様
な
森
林
保
全
」
コ
ー
ス
で
、

ア
ル
メ
ニ
ア
・
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
な

ど
８
ヵ
国
か
ら
14
名
の
研
修
生
が
、

え
り
も
岬
国
有
林
を
訪
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
中
は
、
え
り
も
町
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー
に
て
、
ビ
デ
オ
「
夢
は
砂

漠
化
し
な
い
（
英
語
版
）
」
を
視
聴

後
、
第
一
展
望
台
か
ら
50
年
生
ク
ロ

マ
ツ
の
「
枝
落
と
し
・
本
数
調
整
伐
」

実
施
箇
所
と
、
え
り
も
地
区
連
携
型

中
高
一
貫
教
育
に
よ
る
カ
ミ
ネ
ッ

コ
ン
植
栽
箇
所
を
視
察
。
ク
ロ
マ
ツ

造
林
地
で
は
、｢

郷
土
樹
木
を
植
栽

す
る
こ
と
が
、
最
善
の
策
で
あ
る
。
」

と
強
く
述
べ
る
研
修
生
が
い
た
り
、

カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
に
対
す
る
興
味
の

深
さ
を
見
る
と
、
研
修
生
の
研
修
に

対
す
る
意
欲
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。 

 

百
人
浜
の
管
理
塔
か
ら
は
、
え
り

も
岬
の
緑
化
事
業
地
や
広
大
な
太

平
洋
が
見
渡
せ
、
海
を
見
た
こ
と
が

な
い
研
修
生
も
い
た
こ
と
か
ら
、
大

き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

 

 



                        

                        

                        

                       

 

♪日に日に日没時間が早くなる季節です。 特に薄暮時は安全作業 

安全運転で。 

♪これから降雪期に入り、一日の気温差も拡大していきます。 

気温に応じた服装を心掛けましょう。 

♪今年は熊が多数目撃されています。熊対策を万全にしましょう。 

♪今年は 10 月１日から狩猟解禁です。オレンジ色のベストの完全 

        着用を忘れずにしましょう。 

                                【事務局】 

 

 

【
８
月
】 

１
日
～
３１
日 

ゼ
ロ
災
月
間 

１
日 

産
業
医
現
場
巡
視
（
静
内
地
区
） 

３
日 

間
伐
事
業
に
お
け
る
民
間
競
争
入
札
現
地
説
明
会 

５
日 

新
ひ
だ
か
町
防
災
会
議 

８
日 

安
全
点
検
（
静
内
・
東
川
地
区
） 

１０

日 

「
北
海
道
水
資
源
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」 

（
仮
称
）
に
係
る
地
域
と
の
意
見
交
換
会 

１１

日 

総
括
安
全
衛
生
管
理
者
現
場
巡
視
（
浦
河
地
区
） 

第
一
回
浦
河
町
森
林
整
備
計
画
作
成
全
体
会
議 

１２

日 

安
全
点
検
（
浦
河
地
区
） 

１８

日 

総
括
安
全
衛
生
管
理
者
現
場
巡
視
（
静
内
地
区
） 

主
任
安
全
管
理
者
現
場
巡
視
（
浦
河
地
区
） 

１９

日 

素
材
委
託
販
売
（
局
） 

２２

日 

御
園
東
地
区
そ
の
１
保
全
整
備 

（
保
育
間
伐
）
第
２
号
請
負
入
札 

Ｖ
Ｄ
Ｔ
点
検
（
新
冠
地
区
） 

２３

日 
札
内
沢
支
流
災
害
復
旧
工
事
請
負
入
札 

日
高
地
方
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協
議
会
定
期
総
会 

２６

日 

安
全
衛
生
委
員
会 

３０

日 

森
林
官
等
会
議 

３１

日 

日
高
流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
協
議
会 

 

【
９
月
】 

１
日
～
３０
日 

有
林
野
事
業
労
働
衛
生
週
間｢

準
備
期
間｣ 

１
日 

新
冠
町
開
町
130
年
・
町
制
50
年
記
念
式
典 

新
計
画
制
度
に
向
け
た
推
進
調
整
会
議
（
第
三
回
） 

２
日 

第
二
回
「
環
境
教
育 

百
人
浜
に
学
ぶ
」
関
係
事 

業
所
会
議 

５
日 

新
ひ
だ
か
町
営
林
友
の
会｢

役
員
会｣ 

７
日 

事
務
用
品
外
物
品
購
入
入
札 

８
日 

安
全
点
検
（
浦
河
地
区
） 

１２

日 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
集
団
研
修
）
「
森
林
保
全
」
コ
ー
ス 

産
業
医
現
場
巡
視
（
浦
河
地
区
） 

１３

日 

国
有
林
掲
示
板
設
置
業
務
請
負
入
札 

１４

日 

安
全
点
検
（
静
内
・
東
川
地
区
） 

１５

日 

体
験
林
業 

年
輪
ク
ラ
ブ
（
枝
払
い
作
業
） 

運
動
機
能
検
査 

１６

日 

立
木
競
争
入
札
（
局
） 

２２

日 

狩
猟
入
林
禁
止
区
域
及
び
狩
猟
手
続
き
に
係
る 

説
明
会 

Ｖ
Ｄ
Ｔ
点
検
（
浦
河
地
区
） 

 

２３

日 

猿
留
山
道
復
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業 

２６

日 

え
り
も
地
区
連
携
型
中
高
一
貫
教
育 

安
全
衛
生
委
員
会 

２７

日 

車
両
等
売
り
払
い
入
札 

２８

日 

御
園
東
地
区
そ
の
２
保
全
整
備
（
保
育
間
伐
） 

第
４
号
請
負
入
札 

自
動
注
射
器
更
新
に
伴
う
問
診 

２９

日 

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
浦
河
町
議
会
議
員 

連
盟
「
国
有
林
・
町
有
林
視
察
」 

３０

日 

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
町
民
（
新
ひ 

だ
か
町
）
安
全
大
会 

【
１０
月
】 

１
日
～
７
日 

国
有
林
野
事
業
労
働
衛
生
週
間(

本
週
間) 

１
日 

狩
猟
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
（
静
内
警
察
署
） 

２
日 

え
り
も
町
「
海
と
山
の
幸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

え
り
も
岬
緑
化
研
究
会
総
会 

３
日 

え
り
も
岬
緑
化
研
究
会
現
地
検
討
会 

衛
生
講
話
及
び
綱
紀
保
持
周
知 

４
日 

総
括
安
全
衛
生
管
理
者
現
場
巡
視
（
静
内
地
区
） 

５
日 

職
場
内
研
修
「
森
林
作
業
道
等
研
修
」 

６
日 

総
括
安
全
衛
生
管
理
者
現
場
巡
視
（
浦
河
地
区
） 

１１

日 

新
ひ
だ
か
町
営
林
友
の
会
「
山
を
観
る
会
」 

１２

日 

狩
猟
巡
視
（
静
内
地
区
） 

東
の
沢
林
道
元
浦
川
線
改
良
工
事
請
負
入
札 

１３

日 

体
験
林
業 

年
輪
ク
ラ
ブ
（
枝
払
い
作
業
） 

狩
猟
巡
視
（
新
冠
地
区
） 

14

日 

Ｖ
Ｄ
Ｔ
点
検
（
浦
河
地
区
） 

１６

日 

ピ
セ
ナ
イ
山
登
山
大
会 

（
新
ひ
だ
か
町
体
育
協
会
主
催
） 

１８

日 

民
間
苗
畑
に
お
け
る
育
苗
状
況
の
勉
強
会 

１９

日 

「
井
寒
台
憩
い
の
森
林
づ
く
り
事
業
」 

（
堺
町
小
学
校
森
林
教
室
） 

２０

日 

安
全
点
検
（
静
内
地
区
・
浦
河
地
区
） 

Ｖ
Ｄ
Ｔ
点
検
（
新
冠
地
区
） 

静
内
消
防
団
及
び
消
防
署
合
同
秋
季
消
防
演
習 

２４

日 

三
石
地
区
境
界
刈
払
請
負
入
札 

安
全
衛
生
委
員
会 

２５

日 
日
高
町
連
絡
協
議
会 

２６

日 

若
園
地
区
保
全
整
備
（
保
育
間
伐
） 

第
３
号
請
負
入
札 

事
務
用
品
外
物
品
購
入
入
札 

２８

日 

森
林
官
等
会
議 

一
元
的
な
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
操
作
説
明
会 

八

月

～

十

月

行

事

結

果 

こ
の
度
、
御
園
西
森
林
事

務
所
所
員
「
小
針
敏
和
」
君

と
「
中
野
志
穂
」
さ
ん
が
、

平
成
23
年
10
月
１
日
に
め

で
た
く
入
籍
い
た
し
ま
し
た
。 

二
人
は
約
一
年
の
交
際

の
後
、
結
婚
を
決
意
し
た
よ

う
で
す 

こ
れ
か
ら
も
二
人
仲
良

く
、
明
る
い
家
庭
を
築
い
て

い
け
る
よ
う
公
私
共
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
石
黒
雅
人
】 

 

 

 


